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　八幡平市議会は令和４年11月19日と26日の２日間、議会報告会「議員と語る会」
を開催しました。市内４会場で開かれた議員と語る会には、市民68人が参加。
議員自らが令和４年第３回定例会などの議会報告をしたほか、「八幡平市の人口
を増やすには何が必要か」をテーマに設定してワークショップ形式による意見交換
を行いました。（掲載は主なもの）

市への提言に向け
市民と議員が対話

議員と
語る会

議員が４会場に分かれて参加者と意見交換しました
大更コミュニティセンター(１１月１9日）

▼�

平
舘
高
校
の
存
続
発
展
の
た
め
に
特

別
な
資
格
（
産
業
関
係
、
観
光
関
係
、

観
光
ガ
イ
ド
な
ど
）
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
す
で

に
有
名
で
あ
る
ス
キ
ー
や
相
撲
だ
け

で
は
な
く
、
ゴ
ル
フ
強
化
指
導
が
受

け
ら
れ
る
特
別
校
に
し
て
は
ど
う
か
。

▼�

市
立
病
院
を
産
婦
人
科
や
皮
膚
科
な

ど
が
あ
る
総
合
病
院
に
し
て
ほ
し
い
。

▼�

市
有
の
遊
休
地
を
積
極
的
に
新
規
企

業
誘
致
の
た
め
に
活
用
し
て
は
。

▼�

子
育
て
世
代
や
観
光
客
が
訪
れ
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
誘
致
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

子
育
て
に
優
し
い
市
営
住
宅
を
新
た

に
整
備
し
、
安
く
入
居
で
き
る
仕
組

み
が
あ
る
と
い
い
。

▼�

地
熱
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
、
電
気

代
を
大
幅
に
軽
減
し
て
ほ
し
い
。

▼�

米
生
産
に
八
幡
平
市
独
自
の
助
成
金

制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

１  班

大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１１
月
１9
日
●

■
参
加
者　
3２
人

▼�

市
内
唯
一
の
平
舘
高
校
の
支
援
を

充
実
す
る
べ
き
で
あ
る
。「
生
徒
が

入
学
し
て
よ
か
っ
た
」「
父
兄
が
入

学
さ
せ
て
良
か
っ
た
」「
地
域
住
民

が
平
舘
高
校
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

▼�

松
尾
地
区
の
敬
老
会
を
１
カ
所
で
開

催
し
て
ほ
し
い
。

▼�

市
立
病
院
に
診
療
予
約
し
た
が
、
２

時
間
半
も
待
た
さ
れ
た
の
で
改
善
を

お
願
い
し
た
い
。

２  班

松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１１
月
１9
日
●

■
参
加
者　
７
人

松尾コミュニティセンター
(１１月１9日）

１  班

平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１１
月
２6
日
●

■
参
加
者
10
人

▼�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市
民
が
知

り
た
い
ペ
ー
ジ
に
行
く
た
め
に
数
回

ク
リ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
も
っ
と
工
夫
が
必
要
。

▼�

市
道
を
修
繕
す
る
場
合
に
一
時
的
な

修
復
は
す
ぐ
に
壊
れ
る
の
で
、
長
く

維
持
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

▼�

大
き
な
遊
具
で
、
子
ど
も
が
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
公
園
を
望
む
。

▼�

子
育
て
世
帯
の
相
談
を
受
け
付
け
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
新
設
し
て

ほ
し
い
。

平舘コミュニティセンター
(１１月２6日）

▼�
老
朽
化
が
進
む
荒
屋
公
民
館
は
い
つ

解
体
さ
れ
る
の
か
。

▼�

鹿
角
街
道
沿
い
の
立
て
看
板
が
古
く

な
り
倒
れ
て
い
る
た
め
、
建
て
替
え

す
る
な
ど
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

山
の
伐
採
後
、
林
道
か
ら
泥
水
が
道

路
や
水
路
に
流
れ
て
い
る
。
泥
で
道

路
が
汚
れ
る
だ
け
で
な
く
、
水
路
が

詰
ま
る
原
因
に
も
な
る
の
で
、
伐
採

後
の
林
道
管
理
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

▼�

漆
文
化
の
継
続
を
こ
の
地
の
魅
力
と

し
て
一
発
花
火
と
な
ら
な
い
よ
う
に

関
係
者
で
進
め
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

▼�

国
道
２
８
２
号
大
柳
付
近
の
カ
ー
ブ

の
改
修
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

２  班

荒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１１
月
２6
日
●

■
参
加
者　
１9
人

議員と語る会に参加いただき
ありがとうございました
　各会場の実施報告書や参加者のアン
ケート結果、要望・提言などに対する
市の回答(対応方針）の全文など、議員
と語る会について、詳しくは八幡平市
議会のホームページに掲載します。

荒屋コミュニティセンター
(１１月２6日）

▼�

市
民
が
市
内
温
泉
施
設
を
利
用
す
る

場
合
、
全
て
半
額
に
し
て
ほ
し
い
。

▼�

市
か
ら
ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
へ
の
補
助

金
１
億
６
４
０
０
万
円
の
使
い
道
を

納
得
で
き
る
よ
う
に
情
報
開
示
す
る

べ
き
で
あ
る
。

▼�

市
立
病
院
で
の
病
児
保
育
環
境
の
整

備
を
お
願
い
し
た
い
。

▼�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
に
し
て
は
ど
う
か
。

大
型
バ
ス
で
な
く
、
小
型
バ
ス
で
い

い
の
で
充
実
す
る
べ
き
で
あ
る
。



05 №70 04№70

12月定例会

４億2,853万円の補正予算
など全21議案を可決

●会期　12月６日～12月1４日(９日間)

１２月定例会議案採決（請願第５号）

今回は
市長提出議案　２１件
請願　　　　　１件

災
害
復
旧
工
事
費
を

含
む
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
８
５

３
万
５
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
２
１
０
億
８
９
５
６
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳
出
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
１
億
２
４
５
９
万
３
千
円

兄
川
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
の

日
程
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
道
兄
川
支
線
３
カ
所
の
災
害

復
旧
工
事
は
、
１１
月
１0
日
に
国

に
よ
る
災
害
査
定
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
現
在
実
施

設
計
中
で
あ
る
。
繰
越
事
業
に

よ
り
令
和
５
年
度
中
の
復
旧
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。

異
常
気
象
が
増
え
る
中
で
、
災

害
復
旧
に
つ
い
て
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
重
視
し
て
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
。

市
が
対
応
で
き
る
も
の
は
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

【
議
案
第
１6
号
】　
令
和
４
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ＱＡ

※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

令和４年第４回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議�員�名　
　　　　　　��（会�派�名）　　　

　議�案�名

１ ２ ３ ４ ５ 6 ７ ８ ９ １0 １１ １２ １3 １4 １5 １6 １7 １8

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
　
剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案
第１号

盛岡広域環境組合
の設置に関し議決
を求めることにつ
いて

○ ○ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー 原案可決

請　願
第５号

小屋畑屋内ゲート
ボール場の存続を
求める請願

● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ー 不 採 択

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
請
願
を
不
採
択

　
八
幡
平
市
の
計
画
で
は
「
旧
老
人
憩

い
の
家
」
の
廃
止
に
伴
い
隣
接
す
る
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
今
後
廃
止
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
存
続
を
求
め

る
も
の
で
す
。（
請
願
者
＝
八
幡
平
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
小
屋
畑
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
唯
一
市
営
の
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
冬
期
間
は
、
市
内
全
域
か
ら

集
ま
り
、
現
在
は
６
チ
ー
ム
30
人
で
月

２
回
以
上
交
流
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
、
親
睦
と
交
流
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
小
屋
畑
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
施
設
を
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
請
願
い
た
し
ま
す
。
請
願
事
項

１
つ
目
は
、
小
屋
畑
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
を
存
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

２
つ
目
は
、
ト
イ
レ
を
洋
式
ま
た
は
便

座
式
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。
３

つ
目
は
、
水
道
を
修
理
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
。
４
つ
目
は
、「
旧
安
代
老
人

憩
い
の
家
」
を
取
り
壊
し
、
跡
地
に
駐

車
場
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

【
請
願
第
５
号
】　
小
屋
畑
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
存
続
を
求
め
る
請
願

【
反
対
討
論
】
井
上
辰
男
議
員

　
同
施
設
は
、
平
成
２7
年
４
月
１
日
に
廃

止
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
軽

量
鉄
骨
造
の
た
め
、
冬
場
は
周
囲
を
除
雪

し
な
い
と
危
険
で
あ
り
、
破
損
し
た
窓
ガ

ラ
ス
の
破
片
に
よ
る
け
が
や
落
雪
事
故
が

起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
。
正
式
な
手
続
き

や
使
用
記
録
簿
も
な
い
ま
ま
使
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
廃
止
さ
れ
た
施
設
に
公
金
を
支
出
す

る
こ
と
自
体
看
過
で
き
な
い
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
、
公

費
の
適
切
な
支
出
、
市
民
の
安
全
を
守
る

観
点
か
ら
反
対
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】
髙
橋
悦
郎
議
員

　
八
幡
平
市
を
含
む
広
域
８
市
町
の
ご
み

を
１
カ
所
で
焼
却
す
る
議
案
で
あ
る
。
こ

の
計
画
は
、
２0
年
前
の
「
岩
手
県
ご
み
処

理
広
域
化
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の

で
、
今
日
の
ご
み
処
理
の
課
題
に
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
で
あ
る
。
国
は
、
ご
み
処
理
広

域
化
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
ご
み
の
減
少
・
地
球
温
暖
化

に
よ
る
災
害
の
頻
発
・
環
境
を
壊
す
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
へ
の
対
応
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
広
域
ご
み
処
理
で
は
な

く
、
市
町
単
位
で
き
め
細
か
な
処
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

討
論
（
議
案
第
１
号
）

ご
み
の
焼
却
処
理
を

盛
岡
広
域
で
一
本
化

　

ご
み
の
焼
却
処
理
な
ど
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
新
た

に
盛
岡
市
、
八
幡
平
市
、
滝
沢
市
、
雫

石
町
、
葛
巻
町
、
岩
手
町
、
紫
波
町
お

よ
び
矢
巾
町
で
構
成
す
る
盛
岡
広
域

環
境
組
合
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】　
盛
岡
広
域
環
境
組
合
の
設
置

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】
工
藤
隆
一
議
員

　
小
屋
畑
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
平

成
２7
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
市
の
所
有
財
産

取
り
壊
し
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
場
所
は
、
近
隣
に
屋
内

外
で
使
用
で
き
る
施
設
が
あ
る
。
現
在
に

至
る
ま
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
自
体
問
題

が
あ
る
。
使
用
料
も
徴
収
せ
ず
、
光
熱
費
、

修
繕
費
、
冬
場
の
灯
油
代
ま
で
、
市
民
の

大
切
な
税
金
で
賄
う
事
は
い
か
が
な
も
の

か
。
ま
た
、
建
物
が
古
く
倒
壊
の
危
険
性

が
極
め
て
大
で
あ
る
。
万
が
一
災
害
が
起

き
た
ら
、
責
任
の
所
在
は
ど
こ
に
な
る
の

か
、
安
全
管
理
の
面
か
ら
も
反
対
で
あ
る
。

討
論
（
請
願
第
５
号
）

ＱＡ
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質問した事項
外山　一則　議員 （八起会)……………………………６
　・大更駅前開発について
　・地域公共交通について
　・農業振興について

関　　治人　議員 （八起会)……………………………7
　・ＪＲ花輪線について
　・デジタル化について

渡辺　義光　議員 （市民クラブ)………………………８
　・平舘高校の「地域観光実践」の評価と支援について
　・鹿角街道の魅力発信と利活用について

勝又　安正　議員 （八起会)……………………………８
　・林業振興と山村振興について
　・空き家対策について
　・空き教室の有効活用について

田村　正元　議員 （八起会)……………………………９
　・観光振興対策と今後の計画ついて
　・子育て・定住対策と今後の計画について
　・エネルギー関連費用の対策と今後の計画ついて

工藤　多弘　議員 （松西会)……………………………1０
　・大更駅前顔づくり施設および市の施設における
　　電気代について
　・農業支援について
　・平舘高等学校振興について

北口　　功　議員 （無会派)……………………………1０
　・太陽光パネルの今後の課題と展望について
　・出産・子育て応援交付金事業について

髙橋　悦郎　議員 (日本共産党)………………………11
　・学校給食について
　・学校給食費の改定について
　・ごみ処理広域化について

齊藤　隆雄　議員 (日本共産党)………………………12
　・国民健康保険税の引き下げについて
　・農業を支える支援について
　・若者が定住できるまちづくりについて

熊澤　　博　議員 (自由クラブ)………………………12
　・酪農・畜産経営の現状と対策について
　・災害時要支援者の「個別避難計画」の作成について

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員
（八起会）

問　
大
更
駅
前
開
発
に
向
け
て

定
期
的
に
地
域
の
方
々
と
懇
話

会
な
ど
を
開
催
し
て
き
た
の
か
。

市
長　
令
和
２
年
度
ま
で
、
定

期
的
に
大
更
商
店
街
未
来
を
創

る
会
、
市
商
工
会
、
大
更
小
・

西
根
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
方
々
と

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
可

能
な
限
り
反
映
す
る
。

問　
大
更
駅
前
開
発
の
成
功
は

商
工
会
を
含
め
た
地
域
の
盛
り

上
が
り
が
大
事
と
考
え
る
が
。

市
長　
道
路
工
事
が
完
成
し
た

後
に
顔
づ
く
り
施
設
の
整
備
予

定
地
の
空
き
地
も
含
め
、
大
更

駅
前
で
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
な

が
ら
人
を
呼
び
込
み
、
機
運
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

問　
商
業
用
地
１0
区
画
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長　
令
和
５
年
度
の
区
画
整

備
事
業
完
了
に
伴
い
、
分
譲
地

の
地
割
番
地
・
面
積
が
確
定
す

る
。
令
和
６
年
度
に
は
不
動
産

鑑
定
を
行
い
、
価
格
が
決
定
し

た
後
に
正
式
な
公
募
を
行
う
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た

公
共
交
通
の
検
討
を

問　
基
本
計
画
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

混
乗
・
統
合
の
検
討
を
進
め

る
」
と
あ
る
が
進し
ん

捗ち
ょ
く
状
況
は
。

市
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
も
含
め

た
、
多
方
面
で
の
調
整
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
協
議
の
場
を
広

げ
検
討
を
深
め
る
。

問　
市
民
に
寄
り
添
っ
た
デ
マ

ン
ド
交
通
、
乗
り
合
い
バ
ス
、

買
い
物
バ
ス
な
ど
の
検
討
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
来
年

度
か
ら
調
査
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
や
他
市
町
村
の
動

向
も
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

問　
市
役
所
や
市
立
病
院
、
大

更
駅
前
開
発
や
ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー

ル
は
、
駅
と
隣
接
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
仮
に

廃
線
と
な
れ
ば
都
市
計
画
が
成

り
立
た
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
格
差
や
過
疎
化
が
進
む
こ

と
に
な
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
廃
線
や
モ
ー
ド
転
換
と

い
う
議
論
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ

ル
線
維
持
確
保
連
絡
会
議
を
中

心
に
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
で
自
宅
に

薬
届
け
る
実
証
実
験

問　
現
在
田
山
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
遠
隔
医
療
や
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
物
流
の
実
証
実
験
を
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

市
長　
田
山
地
区
で
実
用
化
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
さ
ら
に

市
内
の
高
齢
化
の
進
む
地
域
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
推
進

問　
過
疎
や
高
齢
化
の
進
む
地

域
ほ
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
土
台
と
な
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

を
上
げ
る
た
め
の
対
応
は
。

市
長　
申
請
作
業
の
サ
ポ
ー
ト

強
化
や
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

の
周
知
に
努
め
た
い
。

問　
八
幡
平
市
で
は
ス
パ
ル
タ

キ
ャ
ン
プ
を
き
っ
か
け
に
起
業

す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
。
彼

ら
は
貴
重
な
デ
ジ
タ
ル
人
材

で
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

が
必
要
で
は
。

市
長　
八
幡
平
市
起
業
家
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
２3
社
37
人

が
利
用
し
て
い
る
が
、
手
狭
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
２
号

館
の
設
置
を
検
討
中
で
あ
る
。

大
更
駅
前
の
賑に
ぎ
わ
い
創
出
へ

地
域
の
声
を
反
映
し
な
が
ら

（仮称）大更駅前顔づくり施設

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
説
明
内
容
は

廃
線
で
は
な
く
利
用
の
促
進

駅隣接により利便性を高めている

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

問　
近
年
の
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
森
林
航
空
レ
ー
ザ
ー
計

測
お
よ
び
森
林
解
析
等
業
務
委

託
、
林
業
新
規
就
農
者
支
援
事

業
、
木
質
燃
料
等
利
用
設
備
設

置
事
業
支
援
等
に
活
用
し
て
い

る
。
今
後
も
適
切
な
森
林
整
備

の
促
進
助
成
を
進
め
て
い
く
。

問　
林
業
従
事
者
の
雇
用
安
定

と
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
林
業
へ
の
若
者
の
関
心

度
が
上
が
っ
て
い
る
。
危
険
作

業
が
伴
う
た
め
従
事
者
を
確
保

し
就
業
促
進
す
る
に
は
安
全
な

環
境
整
備
が
必
須
と
な
り
、
労

働
安
全
装
備
品
や
無
線
機
な
ど

の
購
入
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
伐
採
後
の
再
造
林
意
欲
を

引
き
出
す
対
策
を
取
っ
た
か
。

市
長　
造
林
に
対
す
る
国
や
県

の
補
助
率
に
１5
％
の
か
さ
上
げ

補
助
を
実
施
。
持
続
可
能
な
経

営
を
目
標
に
、「
伐
採
し
、
木

材
を
利
用
し
、
植
林
し
て
育
て

る
」
循
環
利
用
を
続
け
、
資
源

の
将
来
性
を
高
め
て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
の

運
用
と
活
用
方
法

問　
空
き
家
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

の
運
用
状
況
を
伺
う
。

市
長　
空
き
家
の
利
活
用
方
法

の
ほ
か
、
法
に
基
づ
く
行
政
代

執
行
や
改
修
補
助
金
な
ど
の
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
運
用
の
今

後
の
動
向
と
取
り
組
み
方
は
。

市
長　
空
き
家
バ
ン
ク
の
新
規

登
録
件
数
、
成
約
数
が
増
加
し

て
い
る
。
出
前
講
座
や
セ
ミ

ナ
ー
で
の
具
体
的
・
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
増
加
を
図
り
、
適
正
な
管
理

を
進
め
て
い
く
。

問　
第
４
期
八
幡
平
市
観
光
振

興
計
画
に
つ
い
て
、
誰
が
責
任

を
持
っ
て
推
進
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
１0
年
後
、
２0
年
後
を
見

据
え
、
観
光
に
関
わ
る
若
手
事

業
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
策
定

し
た
も
の
で
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
仕
組
み
に
よ
り
、
計
画

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
計
画
を
策
定
し
て
も
実
行

す
る
責
任
者
が
明
確
で
な
け
れ

ば
引
き
継
ぎ
が
う
ま
く
い
か
ず
、

途
中
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

強
固
な
組
織
で
進
め
て
ほ
し
い
。

商
工
観
光
課
長　
議
員
ご
指
摘

の
と
お
り
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
指
標
）、
目
標
値
を

定
め
、
実
行
し
て
い
き
た
い
。

育
児
休
暇
の
状
況
は

問　
市
内
在
住
の
男
性
社
員
の

育
児
休
暇
の
取
得
の
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
市
の
状
況
は
県
の
調
査

と
同
様
の
傾
向
に
あ
る
と
推
測

す
る
。
政
府
が
掲
げ
る
令
和
７

年
度
ま
で
に
取
得
率
30
％
と
い

う
目
標
達
成
に
向
け
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
に

関
わ
る
補
正
計
上
額

問　
9
月
定
例
会
で
電
気
・
重

油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
に

関
わ
る
補
正
総
額
と
今
後
の
補

正
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
９
月
定
例
会
で
は
、
総

額
１
５
９
０
万
円
を
計
上
し
た
。

１２
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
公

共
施
設
全
体
で
燃
料
費
、
光
熱

水
費
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
総
額
３
８
６
6
万

円
を
補
正
計
上
し
て
い
る
。
国

の
支
援
策
な
ど
分
か
り
次
第
、

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
平
舘
高
校
（
北
島
亨
校
長
、

生
徒
１
５
０
人
）
は
、
地
元
産

バ
ジ
ル
を
活
用
し
た
ク
ッ
キ
ー

や
熔
岩
パ
ン
を
開
発
し
販
売
中

で
あ
る
。
旧
西
根
町
花
で
絶
滅

危
惧
種
の
ム
ラ
サ
キ
の
栽
培
や

紫
根
染
の
技
法
も
研
究
し
小
学

生
に
伝
承
し
て
い
る
。
同
校
生

の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。

市
長　
現
地
研
修
や
授
業
を
通

じ
て
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

新
た
な
発
想
で
モ
ノ
づ
く
り
や

伝
承
活
動
に
果
敢
に
挑
戦
す
る

平
舘
高
校
生
を
高
く
評
価
す
る
。

観
光
人
財
育
成
や
学
生
起
業
に

結
び
付
け
る
よ
う
支
援
す
る
。

教
育
長　
平
舘
高
校
は
八
幡
平

市
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
高
校
で
あ
る
。
県
内
で
高
校

再
編
な
ど
課
題
が
あ
る
中
、
こ

れ
ら
の
諸
活
動
は
愛
校
心
の
醸

成
や
存
在
感
を
高
め
る
も
の
で

あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も

小
中
学
校
と
連
携
し
支
援
す
る
。

歴
史
刻
む
鹿
角
街
道

問　
鹿
角
街
道
は
、
盛
岡
市
紺

屋
町
を
起
点
と
し
、
当
市
を
縦

断
し
大
館
市
に
至
る
約
１
０
０

㌔
の
古
道
で
一
部
が
文
化
庁

の
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
定
。

街
道
筋
に
は
県
内
で
も
貴
重
な

連
続
４
カ
所
（
８
基
）
の
一
里

塚
や
追
分
碑
な
ど
多
数
の
文
化

財
が
散
在
す
る
。
街
道
の
魅
力

発
信
と
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
鹿
角
街
道
は
歴
史
的
に

も
重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、

当
市
の
新
た
な
観
光
・
文
化
資

源
と
し
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

地
域
学
習
の
創
出
や
ま
ち
歩
き

観
光
ガ
イ
ド
を
養
成
し
た
い
。

観
光
、
地
域
振
興
、
土
木
な
ど

各
分
野
を
網
羅
し
た
保
存
活
用

計
画
策
定
が
必
須
と
考
え
る
。

地
域
に
飛
び
出
す
平
舘
高
生

発
想
と
実
行
力
を
高
く
評
価

バジルクッキーを販売する平舘高生

林
業
振
興
と
山
村
振
興

森
林
の
公
益
的
機
能
増
進
を

製品化された八幡平市産材置き場

誰
が
責
任
持
ち
推
進
す
る
か

観
光
振
興
計
画
を
検
証
す
る

八幡平の雄大な自然は貴重な資源

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

問　
こ
れ
ま
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
た
め
、
山
林
伐
採

や
農
地
転
用
を
し
た
箇
所
の
実

態
調
査
は
し
た
の
か
。

市
長　
全
て
の
箇
所
の
実
態
調

査
は
、
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

問　
環
境
省
は
、
30
年
代
後
半

の
廃
棄
量
を
現
状
の
１
０
０
倍

以
上
と
な
る
年
間
50
万
か
ら
80

万
㌧
と
試
算
し
て
い
る
。
新
設

さ
れ
る
盛
岡
広
域
環
境
組
合
で

パ
ネ
ル
処
理
対
策
を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

市
長　
発
電
パ
ネ
ル
は
産
業
廃

棄
物
で
あ
る
。
盛
岡
広
域
環
境

組
合
は
一
般
廃
棄
物
処
理
に
な

る
た
め
、
県
の
扱
い
で
あ
る
。

問　
安
心
安
全
な
環
境
の
保
全

を
目
的
と
し
、
防
災
対
策
、
生

活
環
境
対
策
お
よ
び
自
然
環
境

対
策
の
財
源
の
た
め
に
事
業
用

発
電
パ
ネ
ル
税
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　
新
た
に
法
定
外
目
的
税

と
し
て
手
続
き
中
だ
が
、
総
務

大
臣
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、

ま
だ
協
議
中
と
聞
い
て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
事
業
の
内
容

問　
厚
生
労
働
省
よ
り
各
自
治

体
に
説
明
の
あ
っ
た
内
容
は
。

市
長　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子

育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
を
受

け
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
を

目
的
と
し
た
伴
走
型
相
談
支
援

の
充
実
と
、
実
効
性
を
よ
り
高

め
る
た
め
の
経
済
的
支
援
で
あ

る
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

必
要
な
支
援
が
確
実
に
妊
婦
・

子
育
て
家
庭
に
届
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

問　
少
子
化
対
策
が
当
市
で
も

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
子
育
て
支
援
と
し
て

学
校
給
食
費
の
無
料
化
が
全
国

で
急
激
に
進
ん
で
い
る
。
全
国

で
２
５
７
自
治
体
、
全
体
の

１5
％
が
無
料
化
し
て
い
る
。
な

ぜ
無
料
化
が
進
ん
で
い
る
の
か
、

当
市
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
少
子
化
対
策
な
ど
子

育
て
支
援
や
定
住
・
転
入
の
促

進
を
図
る
対
策
が
背
景
に
あ
る
。

当
市
の
場
合
、
給
食
費
無
料
化

に
は
年
に
６
１
６
０
万
円
必
要

に
な
る
。
継
続
的
に
予
算
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
。

問　
子
育
て
支
援
の
大
き
な
も

の
と
し
て
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
が
あ
る
。
１２
年
前
は
小

学
校
入
学
前
ま
で
で
あ
っ
た
が
、

今
は
高
校
卒
業
ま
で
拡
大
さ
れ

た
。
全
国
も
同
じ
流
れ
で
進
ん

で
い
る
。
学
校
給
食
無
料
化
も

同
じ
流
れ
で
進
ん
で
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
が
見
解
は
。

市
長　
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
は
来
年
度
か
ら
県
内
全
て
で

高
校
卒
業
ま
で
病
院
窓
口
負
担

な
し
が
実
施
さ
れ
る
。
当
市
は
、

子
育
て
世
代
へ
の
次
の
経
済
的

支
援
策
と
し
て
、
出
産
祝
い
金

一
人
50
万
円
を
今
年
か
ら
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
給
食
費
を
無
料
化
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
財
源
確
保
が
課

題
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
や
出
産
祝
い
金
の
財

源
に
使
っ
て
い
る
過
疎
債
を
使

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
給
食
費
無
料
化
の
財
源

と
し
て
、
過
疎
債
に
組
み
込
む

こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
過
疎
債
も
借
金
で
あ
り

増
や
す
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
松
川
地
熱
発
電
所
お
よ
び

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
で
発

電
し
た
電
気
は
、
市
内
で
ど
の

よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　
高
圧
電
力
を
使
用
す
る

事
業
者
に
対
し
、
地
熱
電
気

95
％
の「
八
幡
平
地
熱
プ
ラ
ン
」、

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
き
非
化
石
証

書
が
付
加
さ
れ
た
「
八
幡
平
地

熱
ゼ
ロ
エ
ミ
プ
ラ
ン
」
と
し
て

販
売
さ
れ
、
市
総
合
運
動
公
園
、

道
の
駅
に
し
ね
の
ほ
か
、
市
内

企
業
と
契
約
し
て
い
る
。

高
騰
対
策
の
公
平
性

問　
肥
料
・
飼
料
高
騰
対
策
に

つ
い
て
、
１
月
か
ら
９
月
ま
で

に
納
品
さ
れ
た
も
の
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
対
象
外
の
農

家
へ
の
支
援
を
強
く
求
め
る
。

市
長　
対
象
時
期
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
認
定
農
業
者
協
議

会
な
ど
各
団
体
と
の
協
議
の
中

で
も
ご
要
望
、
ご
意
見
を
受
け

て
い
る
。
国
、
県
の
支
援
策
も

あ
り
、
今
の
制
度
設
計
の
中
で

整
理
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

平
舘
高
の
存
続
発
展

問　
平
舘
高
校
は
当
市
の
人
材

養
成
、
市
政
発
展
の
た
め
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
。

存
続
発
展
支
援
の
た
め
市
長
部

局
に
振
興
係
を
設
置
し
て
は
。

市
長　
学
校
運
営
協
議
会
で
、

「
学
校
魅
力
化
促
進
に
向
け
た

行
事
や
事
業
の
実
施
」「
平
舘

高
校
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
情
報
提
供
」
な
ど
広
く
保

護
者
や
地
域
住
民
、
地
元
企
業

の
声
を
聴
き
、
生
徒
と
の
協
働

を
図
り
、
振
興
に
係
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

一
般
家
庭
へ
地
熱
電
力
を

一
定
規
模
の
高
圧
電
力
契
約

高圧電力契約の市総合運動公園

適
正
処
理
の
仕
組
み
急
務

産
業
廃
棄
物
は
県
が
処
理

林の手前に設置された太陽光パネル

給
食
費
無
料
で
子
育
て
支
援

予
算
の
確
保
が
難
し
い

西根・松尾地区学校給食センター

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

問　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
円
安
で
、
輸
入
の
飼

料
や
原
油
は
高
騰
し
、
酪
農
・

畜
産
経
営
は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
伺
う
。

市
長　
近
年
の
経
営
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
飼
料
価
格
の
高
騰

に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
経
営
を
圧

迫
し
、
全
て
の
経
営
体
に
お
い

て
厳
し
い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。

問　
酪
農
・
畜
産
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
へ
の
救
済
策
を
国
、
県
へ

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
市
と
し
て
は
今
後
も
国
、

県
、
他
市
町
村
の
支
援
策
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
酪
農
・
畜
産
経
営
の
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
運

営
内
容
と
今
後
の
見
通
し
は
。

市
長　
１１
月
末
現
在
の
預
託
状

況
は
、
肉
用
牛
が
１
１
５
頭
の

２6
戸
、
乳
用
牛
が
78
頭
の
７
戸

で
、
計
１
９
３
頭
の
33
戸
、
こ

れ
ま
で
の
出
産
頭
数
は
２7
頭
と

な
っ
て
い
る
。
預
託
頭
数
の
増

加
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
避
難
計
画

問　
国
は
市
町
村
に
高
齢
者
や

障
が
い
者
ら
災
害
時
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
努

力
義
務
と
し
て
い
る
が
。

市
長　
本
年
９
月
末
現
在
で
３

１
６
２
人
の
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。
今

後
は
避
難
支
援
等
実
施
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
着
手
し
個
別
避

難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
く
。

問　
要
支
援
者
が
特
別
拒
否
し

な
い
限
り
名
簿
情
報
を
平
時
か

ら
関
係
機
関
に
提
供
で
き
る
条

例
を
施
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
他
の
自
治
体
も
参
考
に

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
所
得
が
ゼ
ロ
で

あ
る
の
は
明
白
で
あ
り
、
均
等

割
の
免
除
は
当
然
と
考
え
る
が
。

市
長　
一
律
に
免
除
し
た
場
合

応
能
割
と
応
益
割
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
ほ
か
、
小
学
生
以
上

の
軽
減
に
は
国
の
支
援
が
な
い
。

問　
国
保
財
政
基
金
の
残
高
は
。

市
民
課
長　
３
年
度
末
で
３
億

６
４
０
６
万
４
９
７
円
で
あ
る
。

問　
国
保
税
は
目
的
税
で
あ
り

必
要
以
上
に
賦
課
す
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
、
見
直
し
は
。

市
長　
県
内
の
保
険
税
水
準
統

一
の
動
向
を
注
視
す
る
が
、
現

在
は
見
直
し
を
考
え
て
い
な
い
。

農
業
を
支
え
る
支
援

問　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
よ
る
減
収
は
。

市
長　
１
億
５
５
０
0
万
円
程

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

問　
５
年
水
張
り
ル
ー
ル
は
、

花
卉き

や
リ
ン
ド
ウ
、
そ
ば
の
収

穫
量
な
ど
に
影
響
が
あ
る
か
。

市
長　
水
張
り
と
は
、
水
稲
作

付
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
大
き

な
影
響
を
受
け
る
リ
ン
ド
ウ
な

ど
は
、
例
外
と
し
て
除
外
を
要

望
し
て
い
る
。

問　
農
業
に
関
わ
る
全
て
の
物

が
高
騰
し
て
い
る
。
来
年
は
、

さ
ら
に
経
営
が
厳
し
く
な
る
と

考
え
る
が
、
市
の
支
援
策
は
。

市
長　
現
在
肥
料
・
飼
料
の
高

騰
対
策
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
国
や
県
の
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
支
援
を
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
住
宅
を

問　
市
で
整
備
し
、
若
者
に
格

安
で
提
供
し
定
住
を
促
し
て
は
。

市
長　
移
住
・
定
住
促
進
の
観

点
か
ら
一
考
に
値
す
る
方
法
の

一
つ
で
あ
る
と
捉
え
る
。

国
民
健
康
保
険
税
引
き
下
げ

子
ど
も
の
均
等
割
負
担
軽
減

国民健康保険特別会計決算書

酪
農
・
畜
産
経
営
は
限
界
感

全
て
に
お
い
て
厳
し
い
状
況

稼働を始めた繁殖育成センター

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

議会の動き

(１0月１日～１２月3１日)

10月

▲

３日　議会運営委員会

▲

6日　議会広聴広報常任委員会

▲

１２日　議員全員協議会、議会運営委員会

▲

１7日　令和４年第４回臨時会、 議会運営委員会

▲

２5日　令和４年盛岡北部行政事務組合議会第２回定例会

▲

２6日　会派視察研修（八起会・市民クラブ・無会派）（～28日）

11月

▲

８日　盛岡地区広域消防組合議会11月定例会

▲

１0日　議会改革推進会議議員研修会（ワークショップ）

▲

１4日　産業民生常任委員会所管事務調査（～１6日）

▲

１8日　議員全員協議会

▲

１9日　令和４年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

２２日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会１１月定例会

▲

２6日　令和４年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

30日　令和４年第５回臨時会、 議会運営委員会

12月

▲

５日　第４回タブレット操作研修会

▲

6日　令和４年第４回定例会（～14日）、議会広聴広報常任委員会

▲

８日　総務教育常任委員会

▲

９日　産業民生常任委員会

▲

１２日　議会運営委員会

▲

１4日　議会運営委員会

▲

１9日　議会改革推進会議議員研修会（講演会）

▲

２１日　議会広聴広報常任委員会

１１月１0日の研修会で意見を出し合う様子
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インバウンド・子育て施策を研修
　山ノ内町では、海外プロモーション活動、無料公衆無
線LAN環境の整備、外国人にも分かりやすい案内標識整
備、日本食･食文化によるインバウンド誘致などコロナ
終息後の取り組みについて、また日本で唯一自治体名
に「温泉」が付く野沢温泉村では、宿泊施設の現状と外
国人受け入れ体制、泊食分離への対応、キャッシュレス
決済などのメリットとデメリット、南箕輪村では、転入
増加が進む要因など視察調査した。当局へのインバウン
ド・子育て施策の提言や政策形成につなげていきたい。

産業民生常任委員会 ■期日　令和４年11月14日・15日・16日
■場所　長野県山ノ内町、野沢温泉村、南箕輪村
■内容　外国人観光客の受け入れに係る取り組みの現状と課
　　　　題への対応事例および転入増加に向けた子育て世帯
　　　　支援の取り組みに関する事例調査

委員会活動報告

八幡平市議会活動レポート

会派視察研修

限界集落についての研修会を実施
　１２月１9日に議会改革推進会議主催の研修会を開催し
ました。東京都立大学の山下祐介教授を講師に迎え、
「限界集落問題について～過疎集落は消えるのか？～」
を演題に講演していただきました。道路などインフラ維
持への財政支援は小さな拠点作りの人口減少適応戦略で、
回帰政策（U・Iターン）、交流・観光の推進は定住・
関係人口の見定め戦略でもある。「多様性の共生」「包摂
と自立」重視の内容で参考になりました。議員と市職員合わせて5２人が参加

会派合同研修で新潟県佐渡市訪問
（八起会・市民クラブ・無会派）
　新潟県佐渡市では、佐渡アイランドサポーター制度さ
どまる倶楽部が取り組んでいる「観光通貨だっちゃコイ
ン」について学びました。また、「孫の世代まで商売が
できるような町にしよう」をスローガンに掲げている相
川車座の取り組み、古民家を改築して作ったインキュ
ベーションセンター河原田本町の事業を視察しました。 相川車座について講義を受ける様子

問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■ 応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールで応募ください。正
　解者の中から抽選で５人に八幡平市共通商品券�１,000円分�をお
　贈りします��(当選者の発表は発送をもって代えさせていただき
　ます）。
■あて先　〒0２8-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0１95-74-２１05　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　令和５年３月３日㈮(当日消印有効)
■前回(№69)の正解　人口
　　　　　　　　　　応募者　１4人　　正解者　１4人

ク イ ズ

令和５年１月19日
発行の「ギカイのひ
ろば」は記念すべき、
№〇〇です。

次は　３月定例会　（予定) 　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ
とができます。傍聴を希望する方は、議会開催日に市
役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時から（終了時間は日
によって異なります）です。詳しくは、八幡平市議会
のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の
テレビでライブ中継を行っているほか、インターネット
(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画配信して
います。
令和４年12月定例会の視聴回数は886回です。
　　　　９月定例会の視聴回数は1,４４0回でした。

（令和５年1月５日時点）

期　日 内　容

２月２１日㈫ 市長施政方針演述��ほか

２月２２日㈬
～

３月２日㈭
休会

３月３日㈮ 一般質問

３月４日㈯・５日㈰ 休会

３月6日㈪
～
１0日㈮

一般質問、議案審議、
予算特別委員会

３月１１日㈯・１２日㈰ 休会

３月１3日㈪～１5日㈬ 予算特別委員会

３月１6日㈭ 休会

３月１7日㈮ 委員長報告��ほか

議員全員協議会

令和５年度から学校給食費を改定
　11月１8日に議員全員協議会を開催し、「職員の定年引
き上げについて」「学校給食費の改定について」「第３期
八幡平市小中学校適正配置計画（案）について」の説明
があった。学校給食費の改定案として、小学校が１食当
たり現行２２6円から２53円（２7円増）に中学校が１食当た
り現行２47円から２76円(２9円増)と示された。単価改定に
伴い、年額が増加することから、現在１0期で納付してい
るものを１１期に変更し、１回当たりの支払額を抑え、保
護者の負担軽減を図る計画である。

令和４年１１月１8日の議員全員協議会の様子

１１月１4日に訪れた長野県山ノ内町役場前

議会改革研修会
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　私は高齢になっても元気で暮ら
せることが大事だと思います。家
族やご近所の方と話している時に
八幡平市のコミュニティバスの本
数が少ないことが話題になります。
コミュニティバスは買い物や通院
のほか、友人や知人に会いに行く
足となるので運行本数が増えると
いいと思います。また、私の家は
築67年で、地域では最後のかやぶ
き屋根の建築物になるそうです。
築年数が古い建物のリフォームな
どが進み、大事に使われることで、
空き家が減っていけばいいと思い
ます。

議 会 の ま ど

車
が
な
い
人
も

　
暮
ら
し
や
す
い
街
に村

むらかみ
上　淑

よしのり
憲 さん（70歳）

（松木田）

　八幡平市議会のホームページには、は
ちまんたい議会だよりのほか、議会日程
（会期日程、一般質問の通告一覧)や議決
結果、会議録（キーワード検索できます）
などを掲載しています。ご覧ください。

市議会ホームページにアクセスを

令和４年第４回定例会
傍聴者数

延べ31人

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

�

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

費
用
が
か
さ
む
ば
か
り
で
す
。

現
状
を
把
握
し
て
柔
軟
に

対
応
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
中
郡
・
5２
歳
女
性
）

議
会
の
一
般
質
問
は
、い
つ
も
見
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

紙
面
の
緑
・
青
・
黒
の
印
刷
も
見
や
す

い
で
す
。　
（
寄
木
新
田
・
60
歳
女
性
）

大
更
駅
前
が
に
ぎ
わ
っ
て
人

が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
山
子
沢
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女
性
）

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
け
ば
、自
ず
と
問
題

は
解
決
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
山
崎
・
74
歳
男
性
）

大
更
駅
前
に
つ
い
て
、初
め
て

知
る
内
容
に
驚
く
こ
と
が

多
い
で
す
。
市
の
広
報
特
別
号
な

ど
で
市
民
へ
内
容
を
説
明
し
て
ほ

し
い
で
す
。（
中
関
・
36
歳
男
性
）

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
表
紙
な
の

で
、い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
表
紙
も
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。　
　
（
渋
川
開
拓
・
36
歳
女
性
）

八
幡
平
市
の
発
展
の
た
め
、ふ

る
さ
と
大
使
と
し
て
、八
幡

平
市
の
魅
力
と「
住
み
や
す
い
町
、

八
幡
平
市
」
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。（
神
奈
川
県
・
44
歳
男
性
）

保育園紹介

主任保育士

工
くど う
藤　美

み ち こ
智子　さん

森 の子保育園は、小規模保
育園です。現在0歳から

４歳の１4人の子どもたちが楽し
く元気いっぱい過ごしています。
１２月の発表会は、杉の子こども
園と合同で行い歌、踊り、劇を
楽しみました。また、子育て支
援センターが併設されているの
で保育園を利用されていないお
子さんも遊びに来てくれていま
す。気軽に森の子保育園へ遊び
に来てください。

ボ
ケ
の
予
防
と
し
て
活
字
に

触
れ
る
こ
と
を
考
え
、ク
イ

ズ
の
答
え
を
探
し
な
が
ら
読
ん
で

い
ま
す
。　
（
向
村
・
68
歳
女
性
）


